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令和５年度防府市生涯学習推進会議 会議要旨 

 

１ 開催日時 令和５年７月６日（木）午後２時から午後３時まで 

２ 開催場所 笑顔満開通り ルルサス文化センター 交流室１ 

３ 出席委員 １１人 ※欠席委員は５人 

４ 次  第 

（１）開会 

（２）教育長 あいさつ 

（３）委員長・副委員長 選出 

（４）委員長・副委員長 あいさつ 

 （５）議題 ※以下、要旨。表現は簡略化しています。 

ア 第３次防府市生涯学習推進計画 令和４年度事業の実施状況及び評価について 

 

（委員長） 

まずは事務局から説明をお願いする。 

（事務局） 

第３次防府市生涯学習推進計画 令和４年度事業の実施状況について説明。 

（委員長） 

何か御意見等があればお願いしたい。 

（Ａ委員） 

 資料２について、いくつか意見をお伝えする。 

まず、記載事項を再掲する場合は再掲元と再掲先の項目Ｎｏを明記してほしい。 

 次に、項目Ｎｏ１９の消費生活講座等に関する取組の今後の事業への反映について、「次年度以降、

市の啓発活動等に協力する人材『消費生活スーパーサポーター』を育成する」とあるが、詳細を教え

てほしい。 

 次に、項目Ｎｏ７８の放課後子ども教室への学生の参加の促進について、高校生よりも大学生の方

が参加の可能性が高いと思うので、大学生の参加を検討してほしい。 

 次に、項目Ｎｏ８７のスポーツ推進委員等の指導者の研修の充実について、指導者がニュースポー

ツを体験し、遊び方を知る機会をもっと増やしてほしい。 

 最後に、家庭教育アドバイザー養成講座や「地域協育ネット」コーディネーター養成講座など、様々

な養成講座が開催されているが、受講者数が増えていない。家庭教育アドバイザー養成講座は、２年

間で６回前後の受講が求められ、このカリキュラムであれば子育てをしている方等は講座の修了が困

難である。修了までの回数を減らしたり、初級講座を設ける等、受講のハードルを下げて、より多く

の方が養成講座を受講できる環境を整備してほしい。 

（事務局） 

 項目Ｎｏ１９について、「消費生活スーパーサポーター」の詳細が分かり次第お伝えしたい。 

 項目Ｎｏ７８について、今後、放課後子ども教室への大学生の参加を検討したい。 

 項目Ｎｏ８７について、今後、指導者がニュースポーツを学ぶ機会の場を検討したい。 

 家庭教育アドバイザー養成講座や「地域協育ネット」コーディネーター養成講座については県が主
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催のため、機会があれば県に伝達したい。 

（Ｂ委員） 

資料２の項目Ｎｏ３９の企業等との連携・協働による文化・芸術活動の支援について、「メセナ活動」

とは何か。 

（Ｃ委員） 

企業が芸術文化活動を支援することである。これは、学校の教科書にも記載されている。 

（委員長） 

資料２の目標指標について、青少年科学館ソラールの入館者数（年間）の目標値を８万人（令和７

年度）としているが、令和４年度の実績は３万２千人程度であり、達成は難しいのではないか。 

（事務局） 

平成３０年度の入館者数は７６，１５６人であり、コロナ禍前の入館者数に戻すことを目標として

いる。 

 

イ 第３次防府市生涯学習推進計画 令和５年度事業の取組について  

 

（委員長） 

まずは事務局から説明をお願いする。 

（事務局） 

第３次防府市生涯学習推進計画 令和５年度事業の取組について説明。 

（委員長） 

何か御意見等があればお願いしたい。 

（Ｄ委員） 

ほうふ幸せます人材バンク「指導者バンク」について、近年は、人生１００年時代における「リカレ

ント教育」や「リスキリング」といった言葉が注目されており、「指導者バンク」はこれらを実践する

ための制度であると思う。 

本市では、駅の近くにはルルサス文化センターがあり、市民が仕事帰りにこの施設で次の仕事を見据

えた学習等ができるようになることが本市の生涯学習の今後の方向性の１つではないかと思う。 

（事務局） 

今後、ルルサス文化センターの講座関係等でもリスキリング等を検討していきたい。 

（Ｅ委員） 

 公民館について、公民館職員は施設の管理だけをするのではなく、来館者と一緒にセミナーに参加し

て楽しむ等、地域に馴染んでほしい。 

（事務局） 

 公民館職員は、出張所業務もあり、１日でも早く仕事を覚えて地域に馴染むように努めているが、ご

意見は公民館職員に伝達したい。 

 

（６）教育部長 あいさつ 

（７）閉会 

 


